
 

  ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 「岸和田市立浜小学校」 校長室だよりで、バックナンバーがみられます。                    

          校長室だより    

                H２５（２０１３）年  NO.１０  岸和田市立浜小学校  渡 瀬  克 美 

素晴らしい卒業式でした。 

４７名が卒業していきました。 
 ３月１９日（火）平成24年度の卒業式が行われました。前日までの雨もやみ、暖かくてよい天気のも

とでの卒業式になりました。教育委員会 人権教育課 指導主事 寺内 ユカ 先生を初めたくさんの

方々に祝福していただきました。とても感動的な卒業式で、一人ひとりが自分の夢を大きな声で語り、

素晴らしい歌声を体育館に響かせてくれました。４・５年生の子どもたちも素晴らしい呼びかけと歌で

６年生を応援しました。すごい！正に子どもたちは『主人公』でした。 

今回卒業式で私が話をした式辞の一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

略・・・さて、6年生のみなさん、改めて「卒業、おめでとうございます。」私がみなさんと出会ったのは 

6年前の入学式の日でした。司会をさせていただきました。月日の流れるのは本当にはやいものです。 

当時のことを振り返ってみると、大きなハンデキャップのある 

子どもたちが入学してくるということで、 

先生たちみんなでウエルカムしようと話し合いました。 

みなさんは、障がいのある人たちといつでも 

一緒に生活する中で、たくさんのことを学び、得たと思います。 

ときには言うことを聞いてくれず、大変と思ったこともあったで 

しょう。そして、マイペースさに手を焼いたこともあったでしょう。 

しかし、学年が進むにつれて、彼らがいることが当たり前の関係になっていきましたね。 

私は思います。 

彼らのいるお陰で人が困った時は助けること、彼らがいてくれたことで、優しくなれたこと等たくさんのこと

を学んだ、と。彼らもみんなに支えられ、応援され本当にいい仲間になったと思います。 

実は、私も仕事で疲れた時はいつもひまわり学級に行きました。 

邪気のない彼らは私の心をいやしてくれるのでした。それはまるで、 

清涼飲料水を飲んだ後のような爽快感で、また、仕事を頑張ろうという 

気になりました。私の元気の源でした。ありがとう。 

このようにハンデのある子どもたちのさわやかさと彼らを 

支えた素晴らしい仲間、本当にステキな集団・学年に育ちました。 

例えば、運動会、組み立て表現の最後の時、先に出た子どもたちが、 

後から出てくる仲間を拍手で迎えていましたね。これは、ピラミッドを成功させたことと、 

下で支えてくれた仲間への感謝の拍手でもあったように私には見えました。自分たちで創り上げた、 

クリエイティブした表現とその拍手に私は胸が熱くなりました。 

この他、たてわり活動、修学旅行、連合音楽会と行事を重ねるたびに「浜小学校の顔」として大活躍をしてく 

れました。 

                     

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 浜幼稚園の子どもたちの修了式もありました。 

「おめでとう！」かわいくてスバラシイ表現力でした 

 
６年生が卒業してさびしくなった２１日、浜幼稚園の子どもたちの修了式がありました。 

１６名の子どもたち一人ひとりに修了証書を手渡しました。幼稚園の子どもたちも浜小学校の子ども

たちに負けないくらい素晴らしい表現力を見せてくれました。とても頼もしく思いました。４月から浜

小学校の１年生です。 

４０名の子どもたちが入学してきます。卒業していった子どもたちの未来に幸せあれ！と思いながら

入学してくる子どもたちの真っ直ぐに伸びようとする心を曲げないようにしていきたいと強く心に誓

いました。 

保護者の皆様、１年間ご理解とご支援に対して衷心よりお礼申し上げます。 

今後とも、なにとぞよろしくお願い申し上げます。ありがとうございました。 

 そして、校内音楽会での気持ちのこもった素晴らしい歌声に、 

私は感動で涙が止まりませんでした。 

この歌声は、大阪府の音楽会へとつながっていきました。 

今日、小学校最後の日に再びみなさんの歌声を聞かせても 

らえることを楽しみにしています。 

こんなに成長したみなさん。キーワードは「優しさ」だったと思います。 

仲間の気持ちをおしはかったり、協力したり、助け合ったり、感謝したりできる「心」が育っていることだと

思います。 

私はそんな４７名の６年生を誇りに思っています。 

同様にみなさんを支えた浜小学校先生たちを誇りに思っています。 

そして、本校教育にご理解とご支援を賜った保護者の方、地域の方、全ての方々に感謝の気持ちでいっぱい

です。 

 

さて、そんなみなさんに私から贈りたい言葉・数字があります。それは「９９と１」。 

「９９と１」でみなさんもよく知っているのは、「天才とは99％が努力であり、残りの１％が才能」である

と言った、エジソンの言葉です。彼は発明王として有名で、トースターや電話機、電球などを発明したのです。

血のにじむような努力を積み重ねてこそひらめきも生まれてくるのだと思います。 

もうひとつ「９９と１」でこんな言葉があります。 

「成功は99％の失敗に支えられた1％である。」 

これは、みなさんもよく知っているホンダという自動車会社をつくった本田宗一郎さんの言葉です。戦後す

ぐに自転車にエンジンを取り付け、湯たんぽを燃料タンクに使って何度も失敗を繰り返しながら販売にこぎつ

けたようです。焼け野原の町工場から世界のホンダといわれるようになったのは、失敗を恐れない挑戦者だっ

たからです。みなさんが先ほど語ってくれた目標、夢、その夢をかなえるにはたくさんの失敗を繰り返すかも

しれません。いやになってくじけそうになる時もあるかもしれません。そんな時、「99％の努力、99％の失敗」

という言葉を思い出してください。チャレンジすれば、トライすれば、失敗・エラーはつきものです。 

トライ＆エラーです。みなさんの活躍と幸せを願って私の式辞といたします。 

                           

                                     平成２５年３月１９日 

                                     岸和田市立 浜 小学校 

                                     校 長 渡 瀬  克美 

 


